
カーボンナノチューブを分散させたケイ素錯体含有プレカー

サー溶液をPET基板に塗布・酸処理のみで高い透明性を持つ

フィルム導電膜を形成しました。この導電膜は，金属を使用せ

ず，曲げても利用可能な特性を有しています。また，溶液塗布

で膜形成が可能なため，複雑な形状の基材に対しても導電性

を付与することが可能です。
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概要

◆具体例１： ディスプレイ・タッチパネル

折りたたみ式スマートフォンや曲面ディスプレイなど，デザインの自由度が

高い製品の実現には不可欠です。従来の硬質なITO（酸化インジウムス

ズ）膜では困難だった，折り曲げや曲面への追従を可能にします。

◆具体例２： 太陽電池

軽量で柔軟性があり，さらに紫外線から赤外線まで高い透過率を持つと

いう特性を活かし，次世代太陽電池（例：ペロブスカイト太陽電池）など，

軽量かつ柔軟な構造が求められる電池の電極としての応用を目指します。

◆具体例３： 透明ヒーター

電圧印加で発熱するこの性質を利用し，透明なヒーターとして活用できま

す。これにより，センサーやカメラレンズの曇り，あるいは雪の付着を防ぎ，

悪天候時でもクリアな視界を確保することに貢献します。

◆具体例４： ウェアラブルセンサー

皮膚に直接貼り付けられるような，柔らかく伸縮性のある生体センサーへ

の応用も可能です。従来の硬質な透明導電膜では実現が難しかった分野

です。
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⚫ 紫外線・赤外線に高透明な金属フリーの透明導電膜

⚫ 溶液塗布と酸処理のみで膜形成が可能

⚫ 複雑な基材への導電膜形成にも対応



均一な透明薄膜の形成方法：分子プレカーサー法の提案

分子プレカーサー法による薄膜形成と応用

基板に密着した均一な透明薄膜を形成するには，どのような方法があるでしょうか。金属イオンを含
む有機・無機ポリマーの溶液を用いる化学的手法としては，ゾル-ゲル法がよく知られています。それ
では，ポリマーを介さずに含金属成分を直接，適切な厚さの膜にすることは可能でしょうか？この疑
問に答えたのが新しい薄膜形成法である分子プレカーサー法です。本手法では，成形加工やコー
ティングの視点から錯体（配位化合物）を設計し，溶液を合成します。その溶液から，電子材料
から医療用材料まで，幅広い分野への適用可能な薄膜形成を目指しています。 分子プレカーサー法で初めて形成

したスピネル型Co3O4薄膜
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分子プレカーサー法は，金属錯体とアルキルアミンを組み合わせたプレカーサー溶液を用います。
プレカーサー溶液を基板に塗布・乾燥し，プレカーサー膜を熱処理して，均一透明な金属酸化
物薄膜などを簡便に形成できます。
＊エチレンジアミン四酢酸（EDTA）やニトリロ三酢酸（NTA）など，陰イオンになり易い入手が容易なキレート剤

応用とプロジェクト

光で充電できるリチウムイオン電池!!

ガラスに密着した低抵抗な銅薄膜!!

透明薄膜のリチウムイオン電池
を応用し，光充電でLEDを点
灯できるレベルのリチウムイオン
電池を作製しました。現在は，
全固体化と新規太陽電池への
応用を検討しています。

銅錯体溶液の塗布・低温熱処
理で，ガラス基板によく密着し
た低抵抗な銅薄膜を形成しまし
た。透過率や反射率など，膜
厚で制御できます。
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透明な金属酸化物薄膜太陽電池!!

高いホール移動度をもち，かつ
純粋なp型Cu2O薄膜を化学
的に初めて形成しました。その
膜を利用して，p-n接合型太
陽電池を作製しました。

深紫外透明電極!!
分子プレカーサー膜への紫外光
照射で深紫外透明導電薄膜を
常温で形成しました。形成した
膜は，ガラス基板によく密着し
ており，耐薬品性や耐熱性を
示します。
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